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【氏　　名】　　田口定則（たぐちさだのり）Taguchi, Sadanori

【生年月日】　　1934年７月３日生

【学　　歴】

1954年　 東京大学教養学部文科Ⅱ類入学

1960年 同教育学部（教育史・教育行政）卒業

小池辰雄（思想史）、中村元（東洋思想）、勝田守一（教育史）、天城勲（教育行政）、矢内原忠雄（植民政策）、諸先生の影響を受ける。駒場寮、向ケ丘寮にて寮自治委員、厚生活動にも専念、その後の人生の精神的基盤となる。

【職　　歴】

1961年２月　 アジア協会（Society for Economic Cooperation in Asia: SECASIA）〔コロンボプランによる技術研修員受け人れ,担当〕

1962年７月　 海外技術協力事業団（Overseas Technical Cooperation Agency＝OTCAにアジア協会が発展改組）〔アジア・アフリカ・中南米からの研修員受け人れ,拡大に伴う総務管理、研修員オリエンテーション・エバリエーション・福利厚生担当〕

1965年４月　 同事業団日本青年海外協力隊事務局（Japan overseas Cooperation Volunteers: JOCV）〔協力隊事業創設に伴う発足業務〕

l968年４月　 日本青年海外協力隊事務局国内課総括係長

1969年８月　 ラオス国駐在員〔初めての協力隊員派遺国。ヴィエンチャン浄水場、タゴン農業プロジェクトなど〕

1971年10月　日本青年海外協力隊事務局広報室長

1972年11月　西サモア国・トンガ王国調整員〔南太平洋初代事務所の設置準備〕

1973年９月　 日本青年海外協力隊訓練所長〔隊属派遣前合宿研修10期500人の青年を20ケ国に派遣〕

1974年９月　 海外技術協力事業団が国際協力事業団（Japan International Cooperation Agency: JICA）に発展改組。同青年海外協力隊広尾訓練所長

1976年９月　 JICAエチオピア国駐在員〔WHO天然痘撲滅プロジェクト等への協力、アフリカの角紛争〕

1979年４月　 JICA人事部調査役

1979年７月　 JICA工業移住課長〔南米・カナダ・オーストラリアヘの技術移住者派遣〕

1980年10月　JICA青年海外協力隊指導相談課（Career Consulting Division）課長〔隊員の現職参加, 及ぴ,帰国後の進路相談、カウンセラーなど派遣基盤整備〕

1984年４月　 JICA九州支部長〔九州国際センターの設立など地方国際化時代に対応。石炭開発利用コース（九大）、環境関連コース（北九州市）、熱帯医学コース（長崎大）、産業医科ゴース（九州産業医科大）ほか研修コースの開設と運営管理〕

1987年５月　 JICA中華人民共和国事務所長〔改革開放初期の対中国ODA技術協力の実施管理。中国リハビリテーションセンター、日中友好病院、中国医科大学（慶応大学が支援）、野菜研究センター、首都空港、日本への研修員派遣（年間500人）、専門家・協力隊員による技術協力、1989年天安門事件当時現地危機管理に対応〕

1990年４月　 JICA沖縄国際センター所長〔激戦地跡に建てられた対アセアン人作り協力プロジェクトの拠点研修センター、情報マネジメント、熱帯農業など28研修コースの管理運営〕

1992年10月　JICA東京国際研修センター所長〔国家行政等148研修コース,及ぴ東欧等移行期国特設研修コースの総括、管理運営〕

1994年５月　 ケニア国ジョモ・ケニヤッタ農工大学プロジェクトチーム、リーダー〔1994年総合大学への昇格促進協力、７学科の自立への運営協力のスタッフを学位取得のため日本・欧米へ留学生として派遣〕

1993年～1994年　東京都国際都市と消防審議会委員

1994年～1997年　ジョモ・ケニヤッタ農工大学評議員

1998年～1999年　国際協力事業団25年史編纂作業部会委員（第１部会長）

【講 演 等】

1971年７月　 南太平洋で考えたこと:日本社会教育協会

1982年５月　 青年と国際協力：東京農業大学国際拓殖学科講演

1985年10月　国際化と地域社会の役割：西日本新聞社フォーラム

1988年８月　 日本の経済協力とコンサルタント：於北京中国国家科学技術院国際コンサルタント協会

1990年７月　 人づくりと協力　沖縄の役割：沖縄県小中学校長会

1991年８月15日　『今、沖縄で国際的人づくり』:NHKラジオジャパン終戦記念特集番組（日、英）

1991年10月　経済協力の歩みと仕組み：沖縄大学特別講義

1992年２月　 日本の国際協力と沖縄の役割：沖縄県政経懇話会

1992年８月　 国際協力の系譜と課題：NTT電気通信学園フォーラム講演

1993年10月　日本の国際協力――世界の中の東京：東京都消防庁幹部研修会

1994年２月　 異文化間コミュニケーション：神奈川大学特別講義

1997年４月　 協力と危機管理天安門事件の教訓：ケニア専門家会

　　　　　　　人づくり協力とジョモ・ケニヤッタ農工大学：ケニア商工会

　　　　　　　国際協力の真髄――今後のあり方：JICA

l997年10月　国際協力総論：JICA協力隊広尾馴練研修所

1998年　　　 Globalization Development and China: An Overview of  JICA's Technical Cooperation Assistance to China:横浜国立大学大学院国際開発研究科国際開発シンポジウム

1997年５月　 横浜国立大学大学院国際経済法学研究科講師〔世銀インフラストラクチャー管理学修士課程コースほか同,研究科留学生専任講師〕

1999年４月　 同大学院国際社会科学研究料に改組される。

【専門分野】　　技術協力史、人的開発協力、異文化間交流と教育、協力活動と危機管理

【海外調査実施】

・日本青年海外協力隊巡回指導調査〔カンボジア・タイ・フィリピン・ラオス・エチオピア・ケニア・ザンビア・マラウイ・ガーナ他〕

・技術移住者状況調査〔ブラジル・アルゼンチン・カナダ・アメリカ〕

・シンガポール第三国研修評価〔空難救助〕

・フィリピン第三国研修事前調査〔熱帯医学研究所〕

・パプア・ニューギニア第三国研修事前調査〔パプアニューギニア大学：沿岸漁業コース〕

・JICA業務監査（随員）〔タンザニア・マラウイ・ケニア・エジプト〕

・集団研修コース可能性事前評調査〔エジプト・トルコ・中国〕

・アフリカ青年招聘事業実施協議調査〔ジプチ・エチオピア・ケニア・英国〕：アフリカ東京会議（TICADI）

【著　　書】

・南太平洋で考えたこと：杜会教育協会（1973）

・共存叡智〔日曜評諭〕：琉球新報杜（1998）

・ジョモ・ケニヤッタ篇工大学（学士課程）プロジェクト協力報告書：（1998）

・国際協力事業団25年史（共同編纂）：国際協力事業団（1999）

【所属学会】　　日本高等教育学会、日本留学生学会

【受 賞 歴】

・中華人民共和国栄彰（国家料学技術委員会）（1990年３月）

・沖縄県国際協力貢献表彰（知事）（1992年８月）

・ジョモ・ケニヤッタ農工大学表彰（大学マネジメントボード）（1997年４月）

【学外活動】

・1985年～1987年　九州国際化審議会委員

・1984年～1987年　福岡県国際化推進委員会

・1985年～1987年　佐賀県国際化審議会委員

・1990年～1992年　沖縄県長期振興審議会委員
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